
【２０１７年１０月分】 
 

 
 
 
 
【安全情報１０月分】当地報道より、殺人、強盗事件や自然災害など、先月１０月に報じ

られた皆様の安全に係わる情報の概要をお知らせしています。 
 
 10 月は、熱帯低気圧「ネート（ＮＡＴＥ）」の発生により、国内全域に多くの被害をもた

らしました。被害は、昨年発生したハリケーン（オットー）より甚大だったと報じられてい

ます。9 月にはメキシコ地震の発生もあり、中米エリアにおいて自然災害にともなう被害が

相次いで発生しています。 
今年に入り活動が活発化している、リンコンデラビエハ火山・ポアス火山・トゥリアルバ

火山についても引き続き警戒が必要ですので、今後も最新の情報入手に努めてください。 
 ラ・ナシオン紙によると、サンホセ市セントロのバス停で、強盗被害が多く発生している

と報じられています。今年 9 月末までに 5,563 件の強盗被害が発生し、被害の多い時間帯は

午後 3 時～午後 10 時の間となっています。邦人被害の報告は受けておりませんが、注意が

必要です。 
  
●サンホセ県 
「２８歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 １０月３日午前１時３０分、サンホセ市アティージョで２８歳男性が自宅のテラスにいたところ、２

０発以上の銃撃を受け死亡した。死亡した男性は、過去に強盗や麻薬の前科があった。 

 

「２０代の男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 １０月１０日午後８時３０分、サンホセ市サンセバスティアンで男性４名が乗った車に向けて銃撃が

あった。この銃撃を受け、乗車していた２０代前半の男性１名が死亡、１名が負傷した。 

  

「３０歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 １０月１０日午後９時００分、サンホセ市バリオクーバでオートバイに乗っていた３０歳男性と２３

歳男性が、オートバイに乗って近付いてきた者から銃撃された。３０歳男性は死亡、２３歳男性は負傷

した。 

 

「３８歳タクシー運転手、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 １０月１２日午後４時５０分、サンホセ市ラ・ウルカで３８歳のタクシー運転手がオートバイに乗っ

た２人組と口論となり銃撃された。タクシー運転手は８発銃弾を受け死亡した。 

 



「６１歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 １０月１１日午後３時３０分、サンホセ市ティエラドミニカ－ナで６１歳男性が駐車場まで歩いてい

たところ、何者かに銃撃され銃弾を２発受け死亡した。 

 

「男性の遺体を発見」（殺人事件） 

 １０月１２日午前０時００分過ぎ、サンホセ市パバスの路上で男性の遺体が発見された。手足は後ろ

で縛られ顔はテープで覆われていた。現場には１２発の銃痕があった。 

 

「２７歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 １０月１８日午後０時３０分過ぎ、サンホセ市パバスで２７歳男性がオートバイに乗った２人組に銃

撃され、死亡した。近くにいたキューバ人も銃弾を受け負傷した。死亡した男性は、強盗・銃の不法所

持の前科があり報復によるものとみられている。 

 

 

●リモン県 

「葬式で銃撃され、１人死亡、３人が怪我」（殺人事件） 

 １０月３日午後７時００分、ポコシ市で葬式が行われていたところ、何者かが現れ突然参列者に向け

銃撃した。この銃撃を受け１人が死亡、３人が怪我を負った。 

 

「３３歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 １０月７日午後７時１７分、リモン市内のバーで飲食していた３３歳の男性が、バーを出たところで

バイクに乗ってきた男性に銃撃された。銃弾を８発受け死亡した。 

 

「３２歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 １０月１３日午後１１時００分、ポコシ市で３２歳男性が何者かに銃撃され、７発以上銃弾を受け死

亡した。男性は、麻薬中毒者で前科があった。 

 

「２８歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 １０月２３日午後０７時００分、ポコシ市で２８歳男性が車で走行中、何者かに銃撃され１１発銃弾

を受けた。病院に搬送されたが男性は死亡、もう１人の同乗者男性は怪我を負った。 

 

 

●アラフエラ県 

「２１歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 １０月１２日午前０時０５分、アラフエラ市で２１歳男性の自宅にある男性が突然現れ、銃撃され死

亡した。 

 

 



「４０歳コロンビア人、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 １０月１３日午後４時３０分、オルティナ市の貧民街で４０歳コロンビア人が男性２人に銃撃され死

亡した。コロンビア人は、麻薬密売の前科があった。 

 

「３４歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 １０月１４日、アラフエラ市の住宅街で３４歳男性が銃撃され、８発銃弾を受け死亡した。麻薬関係

による犯行とみられている。 

 

「２４歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 １０月１４日夜、ナランホ市で２４歳男性が走行中の車から銃撃を受け、銃弾を２発受け死亡した。 

 

「スーパーマーケット強盗殺人」（殺人事件） 

 １０月１６日午後９時５５分、閉店間際のスーパーマーケットに覆面をつけた３人組が押し入り、７

００万コロンを奪って逃走した。店を警備していた２８歳の警備員が銃撃を受け死亡した。 

 

「６５歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 １０月１６日午後１１時００分、オロティナ市で６５歳男性が電話で外に呼び出された。外に出たと

ころを車で来た２人組に銃撃され死亡した。麻薬関係の犯行とみられている。 

 

 

●エレディア県 

「５５歳男性、刃物で刺され死亡」（殺人事件） 

 １０月６日午後８時５２分、エレディア市内のバーで客３人が口論となり、４０歳男性が５５歳男性

を持っていた刃物で腹部を刺し殺害した。もう一人のニカラグア人男性２３歳も負傷し病院に搬送され

た。３人とも前科があり、麻薬のテリトリー争いによるものだった。 

 

「２７歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 １０月１０日夜、サラピキ市で２７歳男性と２１歳男性が口論となり、２７歳男性が鉄パイプで殴ろ

うとしたところ、２１歳男性が持っていた銃で殺害した。 

 

「２９歳男性、自宅で殺害」（殺人事件） 

 １０月１０日、エレディア市の住宅街で２９歳男性が金曜日から行方が分からなくなっているとのこ

で自宅を訪れ中を確認したところ、トイレ内で手を縛られ、頭にビニールを被せられ殺害されているの

が発見された。 

 

 

●カルタゴ県 

 主要事件の報道はなし。 



●プンタレナス県 

「５０歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 １０月１６日午前１０時１０分、プンタレナス市で５０歳男性がオートバイに乗った男性２人組に銃

撃され死亡した。男性は２００８年までメキシコまで麻薬を密輸していたグループの一員で、最近出所

したばかりだった。 

 

 

●グアナカステ県 

「６４歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 １０月１３日夜、ニコヤ市で６４歳男性がオートバイで移動中、男性２人に銃撃され死亡した。財産

目当ての犯行とみられている。 

 

「２５歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 １０月１９日、リベリア市で２５歳男性がオートバイに乗った２人組に銃撃され、死亡した。死亡し

た男性は、強盗等の前科があった。 

以上 
 
 
 

◆ 大使館では皆さまからの情報提供をお待ちしています。◆ 
ＴＥＬ： （５０６）２２３２－１２５５   ＦＡＸ： （５０６）２２３１－３１４０ 

E-mail：japon-consulado@sj.mofa.go.jp（大使館領事班） 
または tadashi.washio@mofa.go.jp（鷲尾）まで 


